






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































は、「この吉野宮を、宮施にあててゐ のは、国の信仰と風景とさらに土俗と地理 知らない、迫方の万葉学者が、沌の文字にこだわった語呂合せの説である。吉野離宮は、森口奈良吉翁の精密 考証
、、、、、
















朝臣人麻呂の作れる歌 (36番歌）に見える 秋津 辺」を r記』雄略天皇四年の条に見える、「秋八月辛卯朔、戊申吉野宮 行幸したまふ。灰戌河上 小野 幸す。虞人に命せて獣を氏らしめ 射ら射んと欲して待ちたまふ。虻疾く飛び来て、天皇の怜を喰ふ。是に蛸蛉忽に飛び来て、虻を晰ひて将て去ぬ。（中略）因りて蛸蛉を賛めて此の地を名付け 蛸蛉野と為す
」といふ記事に
関連させ、それ
らは共通の場所を占めなければならぬとし、そ 地を現在中社の社殿の存する小牟派岳一帯に求めること あ ように
見受けられる。
26 
「 ど う し て そ ん な に
た び た び 行 幸 さ れ た の か 。 … ・ ・ ・ や は り 楔 ぎ の
五
し か し 、 私 は 、 森 口 氏 の 輪 は 、 中 社 即 吉 野 難 宮 趾 と い う 点 に ま で 発展 さ せ な い 方 が よ か っ た よ う な 気 が す る の で あ る 。
天武天皇の白鳳四年に、現在の蟻通橋の南詰の場所に、それまでひ も ろ ざ
の神簸式祭祀に代り、神社が造営されたというが、神簾式祭祀の前段階として、
川 そ の も の
に神の宮居を認める自然信仰があったに相
逃 な い 。 そ し て 、 そ れ は 、 神 簾 式 祭 祀 が 行 わ れ る 段 階 と な っ て も 、更 に 神 社 が 造 営 さ れ る 段 階 に 至 っ て も 、 神 を 祭 る 作 法 の 中 に 生 き 続け た で あ ろ う 。




左 か ら は 木津 川 の 淡 流 が 合 流 し 、 更 に そ の 間 に 日 衷
谷 が 沌 と な っ て 注 ぐ の で あ る 。 三 つ の 流 れ は 一 点 に 落 ち 合 い 、 認 汲として流れる。
この地点を目にすれば、どこよりも水の司祭持統の




ど う し て も 遊 宴 保





意 味 を 持 つ 場 所 と し た い の で あ る 。
ぉちかえ
た め に 瑕 な る 水 を 求 め ら れ た の で あ る 。 変 若 り た い と い う 欲 涼 が 、
20V 
こ と に こ の 女 帝 は 強 か
っ た の で あ る 」 と 山 本 健 吉 氏 は い わ れ る 。 そ
の「
楔 ぎ の た め の 聖 な る 水 」 は 、 吉 野 川 の 聖 な る 川 上 、 岡 象 女 の 宮
居に求められたと考えたい。勿曲、









を 考 え た 場 合 、 前 者 と 全 く 別 の こ と で は な く な っ て 来
る。このことは、
以前拙稲「水神の宮居」（「潮騒」二号）において





息 う 。 ち ょ う ど 、 時 々 電 池 を 補 給 し な い と つ
かなくなる悩中電燈のように、
弛 烈 な 神 性 の 光 を 放 ち っ づ け な け れ
ば な ら ぬ 彼 女 に と っ て 、 神 性 は 璧 な る 山 で 補 給 す る こ と が 必 要 だ ったのである」と説かれる
。 私 は 、 「 聖 な
る 山 」 は 、 「 型 な る 水 」 と 更
に限定される必要があると息う。そして、このような水霊の力をわが身に充電させる営みは、
彼女が大津島子を消してから
、 特 に 必 要
度 を 増 し た の で は な い か と 息 う 。 「 状 貌 魁 梧 、 器 宇 峻 遠 」 （ 『 恢 風 藻」 ）
もの
と称された程の奥子は、死しては頁に強力な盤となって彼女を日夜脅したことであろう。それに対抗するためには、更に強い霊力をわが 身 に ふ り つ け な け れ ば な ら ぬ 。 直 木 孝次 郎 氏 は 、 そ の 著 『 持 統 天皇』において、持統天皇の性格を彼女の詠歌から判断
し 、































































































「 旦 大 神 宮 の 焚 の 悔 の 神 事 と は 、
い わ ば 、
海 辺 に 庭 生 し た ア マ テ ラ
ス を 、
川 上 に 誘 引 し て ゆ く ま つ り で あ っ た 。
そ れ は 、
ア マ テ ラ ス の
” 悔 か ら 天 へ
II
の移住なのであった。
こ の よ う に し て 川 上 の 聖 地
は 、
い わ ば 高 天 （ 海 ） 原 と 考 え ら れ 、
ア マ テ ラ ス の 住 み 家 と な っ た
の だ 。 川 上 に 誘 報 さ れ た カ ミ は 、
次 の 段 陪 で は 、
天 空 に 常 住 す る も
の と 思 考 さ れ る よ う に な る 。 地 上 の 高 天 原 や ” 天 の 岩 一 F “ は 天 界 に押 し あ げ ら れ 、
ア マ テ ラ ス は 空 に 前 住 す る も の と 意 識 さ れ た の で あ
(22) 
っ た 」 と さ れ る の は 、
こ の 件 に 関 し て 、
極 め て 示 唆 に 常 む 説 明 と な
る。
こ う し た 倭 姫 命 に 代 表 さ れ る 神 の 御 杖 代 の 型 な る 川 遡 行 の イ メ ー
ジ が 、
持 統 帝 の そ れ に 煎 ね ら れ る と き 、
そ の 神 性 は 一 段 の 削 船 を 見
る の で は あ る ま い か 。
そ し て 、
そ れ が 39 番 歌 の 作 者 の 計 邸 に あ っ た
こ と の 盗 然 性 も 亦 認 め ら れ ね ば な ら ぬ だ ろ う 。（ 追 記 ） • 本 秘 は 、
部 分 的 に 、 「 潮 騒 」
tn-
＿ 号 （ 昭 和 四 十 一 年 ） に 発
表 し た エ ッ セ イ 「 水 神 の 宮 居 」 と 煎 な る と こ ろ が あ る こ と を お 許 しい た だ き た い 。 守 松 俊 彦 先 生 か ら は 、
当 時 、
そ れ を 論 文 に 杏 き 改 め
る よ う 、
切 な る お す す め を い た だ い た が 、
性 来 の 怠 楕 の 故 に お 応 え
で き な か っ た 。 記 し て お わ び を 申 し 上 げ た い 。
又 、
本 杭 に 触 れ た 丹
生 川 上 神 社 の 上 社 は 、
す で に ダ ム 建 設 の た め に 水 没
、
中 社 に も 同 じ
迎 命 が 近 く 訪 れ よ う と し て い る と 間 く 。 桔 別 の 梢 一 入 な る も の が ある 。 ( - 九 七 五 ． ― ニ ・ ― ― ― - )




や す み し し
わ ご 大 君
神 な が ら 神 さ び せ す と
吉 野 川
た ざ激 つ 河 内 に
麻 殿 を
蒔 知 り ま し て
登 り 立 ち
困 見 を せ
た た な
や 乞 つ み
み つ さ
せ ば
m ヰ づ く
青 垣 山
山 神 の




か ざ し 持 ち
秋 立 て ば
袈 梨 か ざ せ り
逝 き 副 ふ
川 の 神
おほみけ
も 大 御 食 に
仕 へ 伶 る と
上 つ 栢 に
鵜 川 を 立 ち
下 つ 頷
さで
に 小 網 さ し 渡 す
山 川 も
依 り て 11 ふ る
神 の 御 代 か も
在 Ill 空 穂 ・ 「 怒 祉森 梨 評 釈 」 在 第 一 。朝 介 治 彦 • 井 之 旦 が 次 • 岡 野 弘 彦 • 松 前 健 共 紺 「 神 話 伝 泌辞 典 」 「 天 烏船 神 」 の 項 。r 住 吉 大 社 史 」 上 谷
附 篇 「 訓 解 仕 吉 大 社 神 代 記 」 脚 註 ゜
松 前 健 .
r 日 本 神 話 の 新 研 究 」 第 一 章 。
天 屈 船 や 天 格 船 に 関 す る 伝 承 は 、
そ の ほ か に も 諸 文 献 に 散
見 す る が 、
松 本 信 脳 .
r 日 本 の 神 話 」 （ 日 木 脈 史 新 芯 ） 第 二
漱 （ 神 の 乗 物 ） に く わ し い 。直 木 孝次 郎 ・ 「 持 統 天 店 」 （ 人 物 笈 tX 41 ) - 0 （ 脳 原 の 宮 ） 。故 中 納 言 従 三 位 大 神 高 市 万 侶 卿 者 、
大 后 天 皇 時 忠 臣 也 。 有
品 日 、
朱 烏 七 年 壬 辰 二 月 、
詔 油 司 一 、
当 ― 』 - ＿ 月 ー 将 幸 え 打 伊
鉛 、
9且
， 凹 此 硲 而 設 備 曲 。 時中 納 言 、 翌 妨 ね 競 、 上
表 笠 諌 。 天 見 不 ＞ 従 、




亦 屯 陳 言 、
方 今 此 節 不 ＞ 可 ＞ 行 也 。 或 逍 祐 ヂ 災 一 時 使 レ
塞 己 田 口
t、水
施 首 姓 m - o
々 施 ＞ 水 既 窮 。
諸 天 感 応 、
常
神降レ雨。
唯 紺 卿 Ill - 、
不 蜘竺 余 地 ー 。
光 芸 曳 諏 、
舜 雨 迅
痛 。
諒 是 忠 信 之 至 、
徳 儀 之 大 。 校 曰 、
修 々 神 氏 、
幼 年好 ＞
29 
















































































(22) (20) (21) (19) 
高野山大学助教授〕
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